
●基本情報
・主要作物：ながねぎ、えだまめ、いちご、ブロッコリー
・経営面積：70a ・労働力:３人

●取り組んだきっかけ
親元就農するにあたり、家族内での農作業のルールを
すり合わせ、より働きやすくするために S-GAPに取り組みました。

S-GAP実践農場は、安全安心・環境にもやさしい農業に取り組んでいます

●PRポイント ここに力を入れています！

・作業工程や作業導線を常に見直すことで、食品
安全の確保だけでなく、作業効率の向上も図っ
ています。

・SPIN式質問法（※）を取り入れ、パートさん
の目線からも農場の課題を見つけてもらい、改
善を行っています。

●取り組んで良かった！
・以前は家族内での農作業のルールのすり合わせ
や改善の提案をする機会がなかなか持てずにい
ました。S-GAPをきっかけに話し合うことがで
き、とても働きやすくなりました。

・作業導線の改善やパートさんの配置・指導方法
などの改善を重ねたことで、作業効率が上がり
ました。その結果、自分の時間も持てるように
なりました。

野菜
さいたま市森田喜昭
R6.2月時点

Goodな農業

S-GAP

S-GAP実践農場は、安全安心・環境にもやさしい農業に取り組んでおり、SDGsの達成にも貢献しています
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お問合せ先

090-3203-8631
mr.morita72@gmail.com

（写真：きれいに管理されたほ場）

※SPIN式質問法：
状況、問題、示唆、
解決の4つの質問を
会話に取り入れる
ことで、相手に
対して適切な提案
を行えるフレーム
ワーク。


